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研究要旨： 
成人 T 細胞白血病･リンパ腫（Adult-T-cell Leukemia-Lymphoma; ATL）はレトロウイ

ルスの HTLV-1 が病因の単一疾患であり、西南日本沿岸部出身者に多く、難治性でかつ多様
な臨床病態をとる。ATL の予後予測と治療法の選択には、その自然史によって作成された
臨床病型分類が有用とされるが、その予後は他の造血器腫瘍よりも不良であり、HTLV-1 感
染者における ATL 発症予防法は全く開発されていない。本分担研究では、平成 25 年度ま
での H23－がん臨床－一般－022（ATL の診療実態・指針の分析による診療体制の整備に
関する研究）班で行った ATL の病型分類見直し、血液内科と皮膚科のガイドラインの統合
的検討、そして ATL の第 11 次全国調査結果を踏まえて ATL 全国調査を継続し、適切な診
療体制の整備を目指して、今年度に以下のように研究を行った。 

11 次 ATL 全国実態調査へ既登録症例の治療法･予後解析：第 11 次調査で集積した
2012/13年に発症したATL患者996名のうち752名(79%)の治療内容と予後を解析できた。
患者の高齢化はさらに進んでいたが、急性型・リンパ腫型の診断後の 4 年生存割合は、移植
施行例、未施行例ともに過去の報告と比較し改善していた。第 12 次 ATL 全国実態調査：
2012/13 年に発症した ATL 患者の全国調査を開始した。全国がん診療連携拠点病院および
都道府県推薦病院から登録される院内がん登録、日本血液学会血液専門医が常勤医として勤
務している施設および日本血液学会研修施設から登録される血液疾患患者登録、皮膚悪性腫
瘍学会疾患登録参加施設の 3 つの ATL 診療データの二次利用が可能となったので、該当す
る 535 施設へ調査依頼を送付した。AMED 難治性疾患実用化研究事業「HTLV-1 陽性難治
性疾患の診療の質を高めるためのエビデンス構築」岡山班との共同研究：第 11 次 ATL 全国
実態調査登録患者の自己免疫疾患合併について追加調査する附随研究を行い、ATL 発症前
の自己免疫性疾患に対する治療法に一定の傾向は見出せなかった。 

ATL の病態解明、標準治療法開発、診療実態の評価に基づくその整備のために、継続的
な本疾患の全国調査が望まれる。 
 

A. 研究目的 
成人T細胞白血病・リンパ腫（ATL）はヒ

ト T リンパ球向性ウイルスⅠ型(HTLV-1)が
病因の単一疾患であり、難治性でかつ多様な

臨床病態をとる。ATL の予後予測と治療法

の選択には、その自然史によって作成された

臨床病型（Shimoyama M, et al.BJH 1991: 
急性型、リンパ腫型、慢性型、くすぶり型）

分類が有用とされるが、その予後は他の造血

器腫瘍よりも不良であり、HTLV-1感染者に

おける ATL 発症予防法は全く開発されてい

ない。 
本分担研究では、塚崎が平成 25 年度まで

3 年間研究者代表者をつとめた H23－がん

臨床－一般－022（ATLの診療実態・指針の

分析による診療体制の整備に関する研究）班

で行った ATL の病型分類見直し、血液内科

と皮膚科のガイドラインの統合的検討、そし

てATLの第11次全国調査の結果を踏まえて

ATL 全国調査を継続し、適切な診療体制の



 

整備を目指す。 
 
B. 研究方法 
今年度は以下のように研究を行った。 

①第11次ATL全国実態調査へ既登録症例の

治療法･予後解析： 
第 11 次調査で 2010/11 年に診断され初診

時情報を集積した ATL 約 1000 例の治療内

容と予後を解析する。病型別、年齢別、治療

法別の診療実態とその予後を評価する。さら

には全体、初期治療法別、病型別、年齢別に

も予後予測モデル作成を試みるとともに、ガ

イドラインに照らして評価する。皮膚病変･

末梢血病変さらには消化管病変を含む限局

期ATLを詳細にデータ収集して解析する。 

 
②第12次ATL全国実態調査： 

2012/13 年に発症した ATL 患者の全国調

査を行う。現在整備されつつあるいくつかの

がん・血液腫瘍登録制度の中でも、全国がん

診療連携拠点病院および都道府県推薦病院

から登録される院内がん登録、日本血液学会

血液専門医が常勤医として勤務している施

設および日本血液学会研修施設から登録さ

れる血液疾患患者登録、皮膚悪性腫瘍学会疾

患登録参加施設の ATL 診療データの二次利

用が可能となったので、これを活用し施設負

担を軽減する。調査内容は、施設負担を考慮

し、11 次調査と同様の初診時のデータを主

とする。 

 
③第11次ATL全国実態調査登録患者の自己

免疫疾患合併についての追加調査： 
第11次ATL全国実態調査結果の2015年

の HTLV-1 学会学術集会での発表後の

AMED難治性疾患実用化研究事業「HTLV-1
陽性難治性疾患の診療の質を高めるための

エビデンス構築」岡山班からの申し出を受け

て、共同研究として、第11次ATL全国実態

調査登録患者の自己免疫疾患合併について

付随研究として追加調査する。 

（倫理面への配慮） 
 本研究は、介入試験ではないが研究対象者

に対する人権擁護上の配慮、不利益・危険性

がないように、ヘルシンキ宣言および厚生労

働省「人を対象とする医学系研究に関する倫

理指針」に従って、全国の ATL 診療実態調

査行う。 
 
C. 研究結果  
①第11次ATL全国実態調査へ既登録症例の

治療法･予後解析： 
2014年11月の日本血液学会学術総会で報

告した第11次調査結果を踏まえて、第11次

ATL 全国実態調査登録患者の予後調査研究

計画書（予後調査票を含む）を作成し、国立

がん研究センターの臨床研究委倫理審査委

員会で2015年1月に承認された。 
2015 年 6 月には委託業者と連携して、11

次調査で症例を総計996症例(2015年8月の

日本 HTLV-1 学会学術集会で最終解析結果

を発表)を登録した 114 施設へ協力お伺いア

ンケートを郵送した。2016年2月までに108
施設にご協力いただき、800症例の予後調査

表を回収した。不適格、データ欠損の症例を

除いた 752 例について解析した。その結果、

先行の２つの調査と比べて、さらに患者の高

齢化が進んでいた。急性型、リンパ腫方に対

する同種造血幹細胞移植は、55 歳まででは

49%、56歳から65歳では30%が受けていた

のに対し、66 歳以上では 1%のみであった。

10% の 患 者 が 抗 CCR4 抗 体 の

Mogamulizmab による治療を受け、その後

の 4 年生存割合は 26%であった。表に示す

ように急性型・リンパ腫型の診断後の4年生

存割合は、移植施行例、未施行例ともに過去

の報告と比較し良好であった。この予後調査

結果は、2016 年度の日本血液学会学術集会

と HTLV-1 国際学会でそれぞれ口演発表し

た。 

 
 



 

②第12次ATL全国実態調査： 
2012/13 年に発症した ATL 患者の全国調

査を行うに当たり、全国の施設にアンケート

調査を依頼し、協力確認を行った上で ATL
診療の実態を調査することとした。今回から

データベース（下図：日血血液疾患登録、皮

膚悪性腫瘍学会登録、院内がん登録）を利用

することで各施設担当医師の症例検索の負

担軽減を図った。 

 
今年度には 12 次調査のプロトコール内容

を固定し、11 次調査以降に倫理指針の改訂

があったことに対応した上で 8 月に国立が

ん研究センターの IRB で承認された。これ

を受けて日血血液疾患登録・院内がん登録・

皮膚悪性腫瘍学会登録データベースから

ATL 診療情報を入手し、その 3 データベー

スのいずれかに登録した施設と 11 次調査協

力施設のあわせて 565 施設へ調査協力依頼

のアンケートを送付した。来年度上半期に協

力施設へ調査票を送付し、下半期にデータを

固定し、解析を開始することを予定している。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

⑤第11次ATL全国実態調査登録患者の自己

免疫疾患合併についての追加調査： 
第 11 次ATL 全国実態調査でATL 診断時

の既往・併発症として自己免疫疾患のあった

37/954 症例について以下の追加調査を行う

研究は主幹施設で2016年1月にIRB承認さ

れた。本附随研究では追加調査された ATL 
患者の自己免疫疾患の治療法などに関し、

ATL を合併していない一般的な自己免疫疾

患の既存のデータと比較することにより、自

己免疫疾患あるいはその免疫抑制療法や生

物学的製剤の治療が、ATL 発症のリスク増

加に関与する可能性を検討した。表に示すよ

うに関節リウマチを筆頭に総計 37/954 名

（3.9%）の自己免疫性疾患の並存をATL発

症時に認めた。この頻度は一般健常人での頻

度と同等であり、追加調査した ATL 発症前

の自己免疫性疾患に対する治療法に一定の

傾向はなかった。 

 
 

D. 考察 
本研究班はこの3年間で、厚生労働省が行

っている HTLV-1 総合対策の中でも、



 

HTLV-1 キャリアと ATL 患者の実態把握、

リスク評価、相談支援体 制整備と

ATL/HTLV-1 感染症克服研究事業の評価に

資する研究を平成 25 年度までの 3 班での研

究に引き続いて行った。本分担研究グループ

では、H23－がん臨床－一般－022班研究で

の第 11 次 ATL 全国実態調査に引き続いて、

その予後調査を行い、さらには院内がん登録、

血液学会と皮膚悪性腫瘍学会の患者登録デ

ータベースを活用する新たな手法を取り入

れた第 12 次全国調査について研究を継続し、

またAMED岡山班との共同研究として第11
次ATL全国実態調査の附随研究を行った。   

11次予後調査では高齢化するATL患者に

対して、ガイドラインに即して治療法が選択

されていることが伺え、その急性型・リンパ

腫型に対する治療成績は過去の報告よりも

良好であった。しかし他の血液腫瘍と比べる

とその成績は依然不良であり、よりよい治療

法の開発が必要である。またくすぶり型、慢

性型の治療法、予後についての追加解析結果

に基づいて、現在その標準治療法とされてい

る Watchful waiting 療法がより適切な集団

を同定し、新たな層別化治療法を開発するこ

とも望まれる。 
12 次実態調査では新たに 3 つのデータベ

ースを活用したが、倫理指針の改定に伴い各

施設の臨床研究への参加の負担は増してい

る。この調査を継続するには、よりよい疾患

レジストリーの開発が必要である。それは、

岡山班との今回の付随研究のような

HTLV-1 関連疾患対策にも活用できるもの

となることが望ましい。 
 今後は ATL の初期治療法別、すなわち大

まかには病型別に、予後因子解析とそれに基

づく予後予測モデルを作成し、さらなる層別

化治療法の開発の基盤を形成し、将来的な病

型の見直しにも繋げることが望まれる。また

継続的な ATL 全国実態調査結果を施設の地

域、規模ごとに評価し、全国の医療施設での

本疾患の診療の標準化･拠点化を進めること

により、診療体制を整備する必要がある。 
                                                           
E. 結論 
平成25年度までのATL診療実態整備につ

いての研究班の成果を今年度も発展させ、研

究を継続した。ATL の診療実態を把握し課

題を評価することにより、本疾患の診療体制

の整備に寄与した。第12次ATL全国調査の

継続が望まれる。 
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腫に対する骨髄非破壊的移植前処置を
用いた非血縁臍帯血移植の多施設共同
研究．第3回日本HTLV-1学会学術集会，
2016年8月27日，鹿児島県市町村自治会
館，鹿児島市．（口演） 

8. 垣添有佳，福山美智子，中野伸亮，窪田
歩，徳永雅仁，宮園卓宜，竹内昇吾，高
塚祥芝，宇都宮 與．50-70歳のATL患
者における治療介入時から1年時点での
一般状態－移植群vs非移植群の検討－．
第3回日本HTLV-1学会学術集会，2016
年8月27日，鹿児島県市町村自治会館，
鹿児島市．（口演） 

9. 徳永雅仁，米倉健太郎，中村大輔，原口
浩一，田淵智久，中野伸亮，窪田 歩，
井上大栄，竹内昇吾，高塚祥芝，花田修
一，松元 正，吉満 誠，石塚賢治，宇
都宮 與．ATL患者に対するモガムリズ
マブ単剤両方の皮膚障害と抗腫瘍効果
の検討．第3回日本HTLV-1学会学術集会，
2016年8月27日，鹿児島県市町村自治会
館，鹿児島市．（口演） 

10. 高 起良，片山貴子，岩永正子，相良康
子，日野雅之，内丸 薫，浜口 功，宇
都宮 與，渡邉俊樹．関西地区での
HTLV-1感染者コホート（JSPFAD）に
おけるHTLV-1水平感染キャリアの解析．
第3回日本HTLV-1学会学術集会，2016
年8月28日，鹿児島県市町村自治会館，
鹿児島市．（口演） 

11. 吉森みゆき，切手康加，西垂水和隆，登
美奈子，福盛貴子，高塚祥芝，宇都宮 與．
当院におけるHTLV-1感染者の針刺し皮
膚粘膜曝露後のフォローアップ．第3回
日本HTLV-1学会学術集会，2016年8月
28日，鹿児島県市町村自治会館，鹿児島
市．（口演） 

12. 松尾美沙希，宮里パオラ，宇都宮 與，
野坂生郷，佐藤賢文．HTLV-1プロウイ

ルス内エンハンサーの分子メカニズム
解析．第3回日本HTLV-1学会学術集会，
2016年8月28日，鹿児島県市町村自治会
館，鹿児島市．（口演） 

13. 中野和民，宇都宮 與，山口一成，内丸
薫，渡邉俊樹．Proto-oncogene MYB発
言異常による c-Myb経路撹乱がATL細
胞悪性化形質を規定する．第3回日本
HTLV-1学会学術集会，2016年8月28日，
鹿児島県市町村自治会館，鹿児島市．（口
演） 

14. 中武彩子，阪本訓代，須藤幸夫，西方一
朗，中畑新吾，武本重毅，岩永正子，相
良康子，天野正宏，前田宏一，末岡栄三
朗，岡山昭彦，宇都宮 與，下田和哉，
渡邉俊樹，森下和広．AlphaLISA法を
用いた血中可溶型CADM1測定系の開
発とATLの診断応用への検討．第3回日
本HTLV-1学会学術集会，2016年8月28
日，鹿児島県市町村自治会館，鹿児島市．
（口演） 

15. 石垣知寛，田矢祐規，山崎 聡，小林誠
一郎，中野伸亮，大野伸広，宇都宮 與，
内丸 薫，東條有伸，中内啓光．
In-Vitro/In Vinoモデルを用いた成人T
細胞白血病 (ATL) におけるアミノ酸依
存性の同定．第3回日本HTLV-1学会学術
集会，2016年8月28日，鹿児島県市町村
自治会館，鹿児島市．（口演） 

16. 武清孝弘，堂園浩一朗，三石敬之，奈良
聡一郎，村山芳博，中野伸亮，窪田 歩，
徳永雅仁，竹内昇吾，高塚祥芝，宇都宮
與．ATL患者における同種造血幹細胞移
植前後の身体機能・筋肉量変化－他の疾
患との比較－．第3回日本HTLV-1学会学
術集会，2016年8月28日，鹿児島県市町
村自治会館，鹿児島市．（ポスター） 

17. 中野伸亮，高塚祥芝，窪田歩，徳永雅仁，
宮園卓宜，竹内昇吾，徳永真弓，牧野虎
彦，宇都宮 與．マルチカラーフローサ
イトメトリーを利用した、同種移植前後
におけるモガムリズマブ使用の治療戦
略．第3回日本HTLV-1学会学術集会，
2016年8月28日，鹿児島県市町村自治会
館，鹿児島市．（ポスター） 

18. 宮園卓宜，中野伸亮，窪田歩，徳永雅仁，
竹内昇吾，高塚祥芝，宇都宮 與．中枢
神経(CNS)浸潤がみられ同種造血幹細
胞移植を施行した成人T細胞性白血病．
第3回日本HTLV-1学会学術集会，2016
年8月28日，鹿児島県市町村自治会館，
鹿児島市．（ポスター） 

19. 佐藤妃映，岡剛史，神農陽子，鷲尾佳奈，
村上一郎，大内田守，宇都宮 與，吉野
正．成人T細胞白血病/リンパ腫（ATL）
におけるDNA異常メチル化と予後との
関連について．第3回日本HTLV-1学会学



 

術集会，2016年8月28日，鹿児島県市町
村自治会館，鹿児島市．（ポスター） 

20. 山岸 誠，藤川 大，大杉剛生，堀 真
琴，中野和民，小林誠一郎，岩永正子，
宇都宮 與，内丸 薫，渡邉俊樹．エピ
ジェネティクスを基盤とした成人T細胞
白血病の新たな治療戦略．第75回日本癌
学会学術総会，2016年10月6日，パシフ
ィコ横浜，横浜市．（口演） 

21. 中野和民，田部亜季，仲木戸誠，千原庸
平，小林誠一郎，田中勇悦，宇都宮 與，
津本浩平，内丸薫，渡邉俊樹．FoxM1
とc-Myb間の相乗的活性化ループが
ATL細胞の悪性化形質を規定する．第75
回日本癌学会学術総会，2016年10月7日，
パシフィコ横浜，横浜市．（口演） 

22. 村岡 賢，内丸 薫，宇都宮 與，山野
嘉久，稲田幸嗣．成人T細胞白血病に対
する治療標的の同定．第75回日本癌学会
学術総会，2016年10月8日，パシフィコ
横浜，横浜市．（口演） 

23. Yamagaishi M, Fujikawa D, Ohsugi T, 
Honma D, Adachi N, Hori M, 
Nakagawa S, Nakano K, Kobayashi S, 
Tanaka Y, Iwanaga M, Utsunomiya A, 
Tsukasaki K, Araki K, Uchimaru K, 
Watanabe T. Epigenetic landscape in 
adult T cell leukemia-lymphoma 
(ATL) ; proof of concept for targeting 
EZH1/2. 第78回日本血液学会学術集会，
2016年10月13日，パシフィコ横浜，横
浜市.（口演） 

24. Nakashima M, Yamochi T, Watanabe 
M, Utsunomiya A, Higashihara M, 
Uchimaru K, Watanabe T, Horie R. 
The emergence of hyperploid cells 
CD30+ subpopulation of adult T-cell 
leukemia. 第78回日本血液学会学術集
会，2016年10月13日，パシフィコ横浜，
横浜市.（ポスター） 

25. 松尾美沙希，宮園パオラ，宇都宮 與，
野坂生郷，佐藤賢文．HTLV-1プロウイ
ルス内エンハンサーの分子メカニズム
解析．第78回日本血液学会学術集会，
2016年10月14日，パシフィコ横浜，横
浜市.（ポスター） 

26. Imaizumi Y, Iwanaga M, Nosaka K, 
Ito S, Ishitsuka K, Utsunomiya A, 
Tokura Y, Tomoyose T, Shimoda K, 
Tobinai K, Watanabe T, Uchimaru K, 
Tsukasaki K. Nationwide survey of 
ATL in Japan on the prognosis and 
therapeutic interventions. 第78回日本
血液学会学術集会，2016年10月15日，
パシフィコ横浜，横浜市.（口演） 

27. Choi I, Miyazaki Y, Moriuchi Y, 
Nagafuji K, Hidaka M, Nakamae H, 

Kato K, Eto T, Shigematsu A, 
Shimokawa M, Watanabe N, 
Fukushima T, Wake A, Takatsuka Y, 
Uchida N, Taniguchi S, Utsunomiya A, 
Suehiro Y, Fukuda T, Okamura J. A 
feasibility study of cord blood cell 
transplantation for adult T cell 
leukemia/lymphoma. 第78回日本血液
学会学術集会，2016年10月15日，パシ
フィコ横浜，横浜市.（口演） 

28. Kato K, Fukuda T, Kamimura T, Choi 
I, Taguchi J, Utsunomiya A, Fujisawa 
H, Moriuchi Y, Kiguchi T, Takahashi T, 
Inoue Y, Shima T, Yoshimoto G, Sugio 
T, Miyawaki K, Miyamoto T, Miyazaki 
Y, Harada M, Akashi K. 
Mogamulizumab use after allogeneic 
stem cell transplantation; Prospective 
observational study. 第78回日本血液
学会学術集会，2016年10月15日，パシ
フィコ横浜，横浜市.（口演） 

29. Nakano N, Kubota A, Tokunaga M, 
Miyazono T, Tokunaga M, Makino T, 
Takeuchi S, Takatsuka Y, Utsunomiya 
A. Treatment strategy with 
multi-colored flow cytometry when 
using mogamulizumab before and 
after HSCT. 第78回日本血液学会学術
集会，2016年10月15日，パシフィコ横
浜，横浜市.（口演） 

30. 今泉芳孝、岩永正子、野坂生郷、伊藤薫
樹、石塚賢治、宇都宮 與、戸倉新樹、
友寄毅昭、下田和哉、飛内賢正、渡邉俊
樹、内丸 薫、塚崎邦弘: Nationwide 
survey of ATL in Japan on the 
prognosis and therapeutic 
interventions. 第78 回日本血液学会学
術集、横浜、平成28年10月13日～15日．
（口演） 

31. 谷口広明、今泉芳孝、加藤丈晴、田口正
剛、糸永英弘、新野大介、森内幸美、宮
﨑泰司: Clinical analysis of adult T-cell 
leukemia-lymphoma with primary 
extranodal lesion. 第78 回日本血液学
会学術集、横浜、平成28年10月13日
～15日． 

32. 越智陽太郎、片岡圭亮、永田安伸、北中
明、安永純一朗、岩永正子、白石友一、
眞田昌、吉里哲一、吉田健一、野坂生郷、
菱澤方勝、糸永英弘、今泉芳孝、棟方 理、
幣光太郎、久冨木庸子、日高智徳、亀田
拓郎、中牧剛、石山謙、宮脇修一、飛内
賢正、宮﨑泰司、高折(近藤) 晃史、柴田
龍弘、宮野悟、松岡雅雄、下田和哉、渡
邉俊樹、小川誠司: Prognostic relevance 
of integrated molecular profiling in 
adult T-cell leukemia/lymphoma. 第



 

78 回日本血液学会学術集、横浜、平成
28年10月13日～15日． 

33. 片岡圭亮、白石友一、武田洋平、坂田征
士、松本美佐子、永野誠治、前田卓也、
永田安伸、北中 明、吉田健一、眞田昌、
糸永英弘、今泉芳孝、棟方 理、幣光太
郎、久冨木庸子、日高智徳、亀田拓郎、
柏瀬貢一、伊豆津宏二、高折(近藤) 晃史、
宮﨑泰司、高橋 智、柴田龍弘、河本 宏、
赤塚美樹、下田和哉、竹内賢吾、瀬谷 司、
宮野 悟、小川誠司: Aberrant PD-L1 
expression via 3’-UTR disruption in 
aggressive lymphomas. 第78 回日本
血液学会学術集、横浜、平成28年10月
13日～15日． 

34. Jo T、Ishida T、Fujiwara H、Nosaka 
K、Taira N、Abe Y、Imaizumi Y、
Moriuchi Y、Ishizawa K、Tobinai K、
Tsukasaki K、Ito S、 Yoshimitsu M、
Otsuka M、Ogura M、Midorikawa S、
Ruiz W、  Ohtsu T: ATLL-002: A 
phase 2 study of lenalidomide in 
relapsed/recurrent adult T-cell 
leukemia-lymphoma. 第78 回日本血
液学会学術集、横浜、平成28年10月13
日～15日． 

35. 鳥山愛生、今泉芳孝、谷口広明、中島潤、
糸永英弘、佐藤信也、澤山靖、田口 潤、
波多智子、宮﨑泰司: EPOCH regimen 
as salvage therapy for adult T-cell 
leukemia-lymphoma. 第78 回日本血
液学会学術集、横浜、平成28年10月13
日～15日． 

36. 千綿雅彦、今泉芳孝、牧山純也、中島 潤、
谷口広明、松尾真稔、糸永英弘、佐藤信
也、澤山 靖、田口 潤、波多智子、宮
﨑泰司 : Long-term survivors with 
aggressive ATL at Nagasaki 
University Hospital. 第78 回日本血液
学会学術集、横浜、平成28年10月13日
～15日． 

37. 中島潤、今泉芳孝、谷口広明、牧山純也、
北之園英明、加藤丈晴、松尾真稔、佐藤
信也、澤山 靖、田口 潤、波多智子、
吉田真一郎、森内幸美、宮﨑泰司: 
Mogamulizumab for adult T-cell 
leukemia-lymphoma in clinical 
practice. 第78 回日本血液学会学術集、
横浜、平成28年10月13日～15日． 

38. 三好寛明、喜安純一、加藤丈晴、吉田稚
明、下埜城嗣、横山新太郎、谷口広明、
加藤光次、今泉芳孝、瀬戸加大、大島孝
一 ： Adult T-cell leukemia 
/lymphoma(ATLL)における PD-L1 発
現に関する臨床病理学的検討. 第3回日
本 HTLV-1 学会学術集会、鹿児島、平
成27年8月26日～28日．（口演） 

39. 中島 潤、今泉芳孝、北之園英明、加藤
丈晴、谷口広明、牧山純也、佐々木大介、
鶴田一人、長谷川寛雄、吉田真一郎、森
内幸美、柳原克紀、宮﨑泰司 : 
Mogamulizumab 投与後の再発・再燃
ATL 症例における CCR4 発現の検討．
第 3 回日本 HTLV-1 学会学術集会、鹿
児島、平成27年8月26日～28日．（ポ
スター） 

40. 坂本 光、今泉芳孝、松尾江美、糸永英
弘、佐藤信也、澤山 靖、田口 潤、波
多智子、早田 央、宮﨑泰司：ニューモ
シスチス肺炎で発症した慢性 B 型肝炎
合併くすぶり型 ATL．第 3 回日本
HTLV-1 学会学術集会、鹿児島、平成
27年8月26日～28日．（ポスター） 

41. Ogura M, Uchida T, Ando K, Ohmachi 
K, Tobinai K, Maruyama D, 
Nakanishi T, Namiki M: Phase I 
study of E7777 in patients with 
relapsed/refractory peripheral or 
cutaneous T-cell lymphoma. Oral 
Presentation, Jpn Soc Hematol, 
Yokohama, 2016. 

42. Ochi Y, Kataoka K, Nagata Y, 
Kitanaka A, Yasunaga J, Iwanaga M, 
Shiraishi Y, Sanaga M, Yoshizato T, 
Yoshida K, Nosaka K, Hishizawa M, 
Itonaga H, Imaizumi Y, Munakata W, 
Shide K, Kubuki Y, Hidaka T, 
Kameda T, Nakamaki T, Ishiyama K, 
Miyawaki S, Tobinak K, Miyazaki Y, 
Takaori-Kondo A, Shibata T, Miyano S, 
Matsuoka M, Shimoda K, Watanabe T, 
Ogawa S: Prognostic relevance of 
integrated molecular profiling in adult 
T-cell leukemia/lymphoma. Oral 
session 14: OS-1-66, 2016年 10月 13
日(木) 9:00-10:00, パシフィコ横浜, 
78th JSH (日本血液学会), Abstract: 
Jpn J Clin Hematol (臨床血液), 57 
(9):284. 

43. Yamagishi M, Fujikawa D, Ohsugi T, 
Honma D, Adachi N, Hori M, 
Nakagawa S, Nakano K, Kobayashi S, 
Tanaka Y, Iwanaga M, Utsunomiya A, 
Tsukasaki K, Araki K, Uchimaru K, 
Watanabe T: Epigenetic landscape in 
adult T-cell leukemia-lymphoma 
(ATL); proof of concept for targeting 
EZH1/2. Oral session 14: OS-1-68, 
2016年10月13日 (木) 9:00-10:00, パ
シフィコ横浜, 78th JSH (日本血液学
会), Abstract: Jpn J Clin Hematol (臨
床血液), 57 (9):285. 

44. Imaizumi Y, Iwanaga M, Nosaka K, 
Ito S, Ishitsuka K, Utsunomiya A, 



 

Tokura Y, Tomoyose T, Shimoda K, 
Tobinai K, Watanabe T, Uchimaru K, 
Tsukasaki K: Nationwide survey of 
ATL in Japan on the prognosis and 
therapeutic interventions. Oral 
session 100: OS-3-151, 2016年10月15
日(土)13:20-14:20, パシフィコ横浜, 
78th JSH JSH ( 日本血液学会 ), 
Abstract: Jpn J Clin Hematol (臨床血
液), 57 (9):436. 

45. 越智陽太郎，片岡圭亮，永田安伸，北中
明，安永純一朗，岩永正子，白石、千葉, 
佐藤, 真田, 田中, 鈴木, 佐藤, 塩沢, 吉
里, 吉田, 野坂生郷，菱澤, 今泉芳孝，
日高, 中牧, 宮脇, 飛内, 宮崎泰司，高折
晃史，柴田, 宮野, 下田和哉，松岡雅雄，
渡邊俊樹，小川誠司：成人 T 細胞白血
病・リンパ腫における全遺伝子プロファ
イ ル と 予 後 の 相 関  (Prognostic 
Relevance of Integrated Molecular 
Profiling in Adult T-cell 
Leukemia/lymphoma). Japanese Oral 
session J14-2: Urological tumor and 
genome analysis, 第 75 回日本癌学会
学術総会：Program p.66：演題番号
J-1029, 2016 年 10 月  6 日  (木 ) 
9:00-10:15, パシフィコ横浜 

46. Yamagichi M, Fujikawa D, Ohsugi T, 
Hori M, Nakano K, Kobayashi S, 
Iwanaga M, Utsunomiya A, Uchimaru 
K, Watanabe T: Epigenetic-basis 
synthetic lethality for the therapy of 
adult T-cell leukemia-lymphoma 
(ATL). English Oral Session E9-1: 
Epigenetic treatment, 第 75 回日本癌
学会学術総会: Program p87,：演題番号
E-1116, 2016 年 10 月  6 日
(木)14:05-15:20, パシフィコ横浜 

47. 越智陽太郎，片岡圭亮，永田安伸，北中
明，安永純一朗，岩永正子，野坂生郷，
糸永英弘，今泉芳孝，幣光太郎，宮崎泰
司，高折晃史，下田和哉，松岡雅雄，渡
邊俊樹，小川誠司：ATL における網羅
的遺伝子プロファイルが予後に与える
影響の解析：第3回日本HTLV-1学会学
術集会：プログラム・抄録集 p.57：演
題番号O-23, 2016年8月 27 日, 鹿児
島県市町村自治会館 

48. 桐原志保美，板垣亮里，岩永正子，新野
大介：長崎大学病院における悪性リンパ
腫の病理学的検討 2006-2015:ATL の割
合トレンド：第3回日本HTLV-1学会学
術集会：プログラム・抄録集 p.83：演
題番号P-23, 2016年8月27日~ 28 日, 
鹿児島県市町村自治会館 

49. 板垣亮里, 桐原志保美，岸川孝之，岩永
正子, 新野大介：上五島病院における悪

性 リ ン パ 腫 の 病 理 学 的 検 討
2006-2015:ATLの割合のトレンド：第3
回日本HTLV-1学会学術集会：プログラ
ム・抄録集 p.83：演題番号 P-24, 2016
年8月27日~ 28 日, 鹿児島県市町村自
治会館 

50. 片岡圭亮、永田安伸、北中 明、白石友
一、島村徹平、安永純一朗、十時 泰、
渡邉俊樹、柴田龍弘、松岡雅雄、宮野 悟、
下田和哉、小川誠司、「網羅的遺伝子解
析による成人 T 細胞白血病リンパ腫の
病態解明」、第 75 回日本癌学会学術集
会、パシフィコ横浜、横浜、2016年10
月 8 日(201６年 10 月 6 日〜8 日) （日
本癌学会奨励賞受賞講演） 

51. 渡邉俊樹、山岸 誠、中野和民、内丸 薫、
「ATL 細胞におけるシグナル伝達系の
異常な活性化の機構と意義」、第75回日
本癌学会学術集会、パシフィコ横浜、横
浜、2016 年 10 月６日(201６年 10 月 6
日〜8日) （シンポジウム招待講演） 

52. 越智陽太郎、片岡圭亮、永田安伸、北中
明、安永純一朗、岩永正子、白石友一、
千葉健一、佐藤亜以子、眞田昌、田中洋
子、鈴木啓道、佐藤悠佑、塩澤裕介、吉
里晢一、吉田健一、野坂生郷、菱澤方勝、
今泉芳孝、日高智徳、中牧 剛、宮脇修
一、飛内賢正、宮崎泰司、高折（近藤）
晃史、柴田龍弘、宮野 悟、下田和哉、
松岡雅雄、渡邉俊樹、小川誠司、「成人
T 細胞性白血病/リンパ腫における全遺
伝子プロファイリングと予後の相関」、
第 75 回日本癌学会学術集会、パシフィ
コ横浜、横浜、2016 年 10 月６日(201
６年10月6日〜8日) （口演） 

53. 山岸 誠、藤川 大、大杉剛生、堀 真
琴、中野和民、小林誠一郎、岩永正子、
宇都宮 與、内丸 薫、渡邉俊樹、「エ
ピジェネティクスを基盤とした成人 T
細胞白血病の新たな治療戦略」、第 75
回日本癌学会学術集会、パシフィコ横浜、
横浜、2016年10月６日(201６年10月
6日〜8日) （口演） 

54. 綿谷陽作、佐藤康晴、西田賢司、三好寛
明、永田安伸、北中 明、幣光太郎、白
石友一、千葉健一、田中洋子、吉里晢一、
吉田健一、眞田昌、宮崎泰司、高折（近
藤）晃史、柴田龍弘、宮野 悟、松岡雅
雄、渡邉俊樹、下田和哉、大島孝一、吉
野 正 、 小 川 誠 司 、 片 岡 圭 亮 、
「Comparative mutational profiling of 
ATL and other PTCLs」、第78回日本
血液学会学術集会、パシフィコ横浜、横
浜、2016 年 10 月 13 日(2016 年 10 月
13日〜15日) （口演） 

55. 山岸 誠、藤川 大、大杉剛生、本間大
輔、安達宣明、堀 真琴、中川翔太、中



 

野和民、小林誠一郎、田中勇悦、岩永正
子、宇都宮 與、塚崎邦弘、荒木一司、
内丸 薫、渡邉俊樹、「Epigenetic 
landscape in adult T cell 
leukemia-lymphoma (ATL); proof of 
concept for targeting EZH1/2」、第78
回日本血液学会学術集会、パシフィコ横
浜、横浜、2016 年 10 月 13 日(2016 年
10月13日〜15日) （口演） 

56. 中島 誠、矢持 忠徳、渡邊真理子、宇
都宮 與、東原正明、内丸薫、渡邉俊樹、
堀 江 良 一 、「 The emergence of 
hyperploid cells in CD30+ 
subpopulation of adult T-cell 
leukemia」、第 78 回日本血液学会学術
集会、パシフィコ横浜、横浜、2016 年
10月13日(2016年10月13日〜15日) 
（ポスター） 

57. 中野和民、千原庸平、小林誠一郎、内丸
薫、渡邉俊樹、「Quantitative and 
qualitative disorders of the Wnt5a 
pathway in ATL cells」、第78回日本
血液学会学術集会、パシフィコ横浜、横
浜、2016 年 10 月 13 日(2016 年 10 月
13日〜15日) （ポスター） 

58. 戸倉新樹：皮膚リンパ腫の診断と治療．
Sapporo T cell Lymphoma Conference. 
2016.5.20.札幌市 （口演） 

59. Shimauchi T, Caucheteux S, Turpin J, 
Finsterbusch K, RM Bangham RM C, 
Tokura Y, Piguet V: Cell-to-cell contact 
with human T-lymphotropic virus 
type-1-infected T cells reduces 
dendritic cell immune functions and 
contributes to infection in trans. The 
12th Meeting of the 
German-Japanese Society of 
Dermatology. 2016.10.13. Karuizawa, 
Japan （口演 + ポスター） 

60. 島内隆寿，戸倉新樹：バイオフィルム様細胞
外ウイルス集合体による樹状細胞への
HTLV-1 伝播とその機能抑制．第 3 回日本
HTLV-1学会学術集会．2016.8.27. 鹿児島市
鈴木裕乃，青島正浩，龍野一樹，戸倉新樹：
ボリノスタットが奏功した抗ＨＴＬＶ-抗体
陽性の皮膚Ｔ細胞リンパ腫．第80回日本皮
膚科学会東部支部学術大会．2016.10.29．浜
松市 (口演） 

61. Shimauchi T, Caucheteux S, Turpin J, 
Finsterbusch K, Bangham RM C, 
Tokura Y: Cell-to-cell contact with 
HTLV-1-infected T cells reduces 
dendritic cell immune functions and 
contributes to infection in trans. The 
41th Annual Meeting of the Japanese 
Society for investigative Dermatology. 
2016.12.10. Sendai, Japan（口演 + 

ポスター） 
62. 関根雅明、武内正紀、外山孝典、前田宏

一、佐藤誠一、山下 清、石崎淳三、上
運天綾子、田平優貴、秋月渓一、亀田拓
郎、幣光太郎、日髙智徳、久冨木庸子、
北中 明、下田和哉：ATL に対するモ
ガムリズマブの効果．第 3 回日本
HTLV-1学会学術集会，鹿児島市，平成
27年8月26日～27日．（口演） 

63. 亀田拓郎、幣光太郎、関根雅明、山路卓
巳、田平優貴、秋月渓一、上運天綾子、
下田晴子、日髙智徳、久冨木庸子、北中
明、下田和哉：ＴＥＴ2 欠損は HBZ ト
ランスジェニックマウスの病態を増悪
させる．第3回日本HTLV-1学会学術集
会，鹿児島市，平成 27 年 8 月 26 日～
27日．（口演） 

64. Kameda T, Shide K, Sekine M, Tahira 
Y, Akizuki K, Kamiunten A, Shimoda 
H, Hidaka T, Kubuki Y, Kitanaka A, 
Shimoda K:HBZ-transgenic mice 
develop inflammation and lymphoma. 
第78回日本血液学会学術集会，平成27
年10月13日～15日．（ポスター） 

65. 日高智徳、田平優貴、秋月渓一、上運天
綾子、関根雅明、亀田拓郎、幣光太郎、
下田晴子、久冨木庸子、北中 明、下田
和哉：成人T細胞性白血病リンパ腫に対
する同種移植では高頻度にウイルス感
染を合併する．第 78 回日本血液学会学
術集会，平成27年10月13日～15日．
（ポスター） 
 

Ｈ.知的財産権の出願・登録状況 
 

該当なし 
 


